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概要
人間開発指数 (HAI)は低所得固における経済開発の指標として有効である。しかし小島艇
国や内陸国などに代表される地理的な脆弱性から生じる撹乱要素は非常に大きく、各国の個別
事情による問題を十分に考慮する必要がある。
1.目的
現在、国際復興開発銀行(世界銀行)が定義するカテゴリ群において、開発途上国
CDeveloping Coun出回)というカテゴリは存在しない。 2016年の世界開発指様 (World
Development Indica'加r)から、所得区分に基づくカテゴリ群のみが利用されるようになって
いる。実際、地理的な問題により同際市場へのアクセスに著しい制約があること(経済面
での脆弱性(EcVI))、あるいは環境面での脆弱性 (Enviro阻阻凶 V叫盟問ibility)のため関
発の方向性に著しい制約があることなど、開発の遅滞原因を単なる成長過程の問題として
捉えることは既に難しくなっており、開発途上国というカテゴりは著しくその意義を失った。
しかし国際連合総会で認定される後発開発途上国(LDC)に対しては、国際貿易におい
てLDC特恵などの優遇措置が存置している。 LDC諸国は社会資本蓄積や教育水準の低さの
ため、国際市場における品質要求を満たすことが困難であるということのみならず、地理
的・環境的な問題により開発自体が困難であるケースが多い。環境面の脆弱性指数
CEnvironm田租1V'曲師b出tyIndex (EVI))は、「最も近接する大陸からの距離」、「海抜50
m以上の陸地割合」、あるいは他国との境界線数などを「抵抗力」として評価するもので
ある。 LDC諸国の多くは内陸開発途と国・内陸通過開発途上国、あるいは小島興開発途t
国であり、この基準に照らした場合に強い脆弱性が認められる。地理的な特性を人為的に
変更することが困難である以上、 LDC諸国の開発では人的資本の蓄積による生産面の高付
加価値化が重要な課題となる。
開発途上国の人的資本を観察する一つの方法として、マプープJレ・ハックとアマルティ
ア・センは人間開発指数 (HDI)を提唱し、 1990年からは国連開発計爾 (UNDP)の「人
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間開発報告書」において発表されている(公表初年度のHDI第一位の国は日本であった)。
HDIは購買力平価ベースでの一人当たりGNIに加え、出生時平均余命と教育水準を共に指
標化することで総合的な社会基盤・人的資本の成熟度を評価する。近年はこのHDIに代わ
り、人間資源指数 (HumanAssets Index (HAI))が利用されるようになった。 HAIは、①
5歳以下乳幼児死亡率、②栄養不足人口比率、③中等教育就学率、④成人識字率、の凶項
目をo~ 1で基準化し単純加算平均を取る指標であり、 HDIから経済活動規模を意味する
GNI (フロー面の評価)を取り除き、ストック面をより重視した構造となっている。
開発困難性が低所得国それぞれの固有の問題に帰着する場合であっても、個々の国にお
いては人的資本の指標であるHAIと一人あたりGDPとの間に有意な関係を観察できるはず
である。しかし低所得全体の枠組みでは、各国の地理的・環境的な特徴が撹乱要因となり、
これらの要因が強い状況であればあるほど、低所得国全体においてはHAIと経済成長の聞
の関係性は低いものとなる可能性がある。
そこで本研究ノートでは、小島旗開発途上国 (SIDS)、内陸開発途上国 (LLDC)から
幾つかの後発開発途上国を抽出し、各国個別のHAIと一人あたりGDPの間の有意性がにつ
いて観察した後に、世界銀行が定める低所得国のHAIと一人あたりGDPの関係について検
討する。
2.方法
小島旗開発途上国 (SIDS)とアフリカの内陸開発途上国 (LLDC)のうち、 20年以上の
HAIデータがある後発開発途上国を抽出し、 HAIと一人あたりGDPの聞の有意性について
検討する。各国のHAIはM.Closset.，et.札， (2014)を参照し、 人あたりGDP(GPC)は
“W町IdB阻k句阻 Da国"より「一人あたりGDP(GDP per capi担 (c世間tUS$))J 
(GPC)を参照した。内陸開発途上国として7ヵ国(マリ、プルキナファソ、中央アフリ
カ共和国、ルワンダ、プノレンジ、マラウィ、スワジランド)、小島唄開発途上国として4
ヶ国(カーボベノレテ、パヌアツ、サモア、モノレディブ)を抽出した(但しモJレディプは
2011年に後発開発途上国から指定解除)。これらの1ヶ国のGPCをHAIで回帰した結果と
対象期間を図表1に示す。
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対象国 対象期間 HAIの標準偏回帰係数 修iER'
※叩:1'<0.001 
くアプリカの内陸開発途上国〉
MaIi 1976-2011 0.965申帥 0.9287 
B田.kinaFaso 1976-2006 0.693判事 0.4626 
Central Afric組 Republic 1975-2011 0.310 0.0700 
Rw阻 da 1978-2010 0.763判事 0.5684 
Burundi 1979-2008 0.693帥牢 0.4386 
Malawi 1987-2010 0.756柿$ 0.5516 
Swazil皿d 1976-2011 0.557柿$ 0.2897 
く小島験開発途上国〉
C.bo Verde 1990-2011 0.862帥. 0.7298 
Vanua凪 1979-2011 0.907榊$ 0.8173 
S.血 0. 1991-2011 0.842帥申 0.6936 
Ma1也V田 1980-2004 0.922判事 0.8425 
図表1 各国別のHAIと一人あたりGDPの回帰結果
中央アフリカ共和国を除く 10ヶ国で有意な関係 (p<0.001)が観察された。中央アフリ
カ共和国ではp~0.0622であり、有意性について確認できなかった。中央アフリカ共和国
では分析対象期閣の1975年から2011年 (37年間)の聞に三度のクーデターが発生しており、
社会的な混乱による撹乱要因が強く表れたためと考えられる。
次に低所得国全体の一人あたりGDPとHAIについて考察する。 HAIを構成する「成人識
字率 (ALR)J(Ad叫tIi出叫y四悦 pop凶ation15 +ye醐)、「中等教育就学率 (ERS)J
(Gros 刷"01m開_tratio， s問。ndary) 、 15 才以下乳幼児死亡率(~偲)J (Mo巾1ity摘もe，und町-
5)、「栄養不足人口比率 (UN)J (Preva!悶ceof un伽四四shment)について、 "w or1d Bank 
Open Data"からそれぞれ1991年-2014年の"Low 泊四血e"の指標を参照した。 1991年
-2014年の一人あたりGDPを目的変数とし、説明変数としてALR，E.拙、 MR，UNの四つ
を用いて重回帰分析を行うと、図表2のような結果を得られた。
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説明変数
修.iER' DW比AlC
【HAI四変数モデル1
0.8793 0.2529 192.9686 
定数項 ALR 
1478帥. -0.023 
【HAI.二変数モデル (ALR， MR， UN) ] 
1478帥. -0.023 
0.8853 0.2528 190.9686 
【HAI二変数モデル (MR， UN)] 
1449'" 
0.8903 0.2060 189.0709 
【MRモデル1
1212"本
0.7900 0.1649 203.7728 
【UNモデル】
849帥*
0.8760 0.2060 191.1200 
※牟:p <0.05， ...: p <0.01， ，.本:p <0.001 
ERS MR 
0.000 0.683 
-0.683 
0.691 
0.894車軸
図表2 各モデルの標準備回帰係数(ただし、定数項は偏回帰係数)
UN 
1.618帥専
1.618柿$
1.616材$
0.939帥$
自由度修正済み決定係数(修正R')、赤池情報基準(AlC)を参照しつつ変数選択を行
い、 HAI二変数モデルを適合モデルとして採用する。
3.結果
各国個別においては、一人あたりGDPとHAIは高い相闘を示した。しかし、島艇国や内
際関という地理的脆弱性を考慮せずに低所得周として一括に区分した場合、 HAIの構成項
目に顕著な有意性を認めることは出来なかった。特に教育関連の指標は、著しく有意性が
低いものとなった。近年は、後発開発途上国においても成人識字率は高い水準で安定して
おり、旧来と比して一人当りGDPとの相関は非常に低い状態にある。これは成人識字率を
中心として利用していたHDIから、中等教育就学事を評価項目に含めたHAIの利用に移行
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した理由の一つである。しかし低所得国全体では中等教育就学率も相関を確認することは
出来なかった。一方、栄養不足人口比率との間には強い相関が存在した。これは、国際市
場における購買力が低いため食糧事情も思いことが原因であり、輸送インフラの欠如や遠
隔性、そして隣接国もまた低所得国であるという諸種の脆弱性による影響と考えられる。
HAH孟各閣の人的資本や社会基婚の大まかな目安として有用である。しかし低所得関全
体ではHAlと有意な関係を観察できない。今回の結果は、脆弱性に基づく関発困難、すな
わち小島興国・内陸国であることから生じる遠隔性や国際市場へのアクセス能力の欠如は、
人的資本や社会基盤の不足よりも大きな問題であるという、一つの傍証である。
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